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　　ｒ目的］　吸水性におよぼすタオルの重ね合せ効果についてはあまり知られていない。

一般に、このような吸収挙動は毛細管現象により説明されている。そこで、重ね合せるこ

とにより毛細管の長さを変化させること、並びに吸収させる液体として水および数種のア･

ルゴ■ルを用い粘度を変えることにより、毛細管現象による説明が可能かどうかを検討した。

　　［方法］　タオルの吸水挙動は布面に垂直と平行の複合方向の吸水現象であるので、

これらを評価することが重要である。そこで、ラローズ法を用い、シミュレーションにより

両方向の吸収挙動を評価した。タオルは市販の名入れタオルを洗浄後円形に切断し、これ

を５枚まで重ねた。用いたアルコールはC 2H eO H , C 4 H gOH, C,Hi7OHの3種
である。なお、ラロ､ズ法では、測定管は水平に保持されるが、これを垂直に置いて実験し

た。この場合、水位変化が数cm程度で､あれば結果に大きな影響ない。

　　［結果1　　重ね合せにより、布面に垂直方向の吸収速度は単調に増加し、毛細管の長さ

の増加による予測とは逆の結果が得られた。一方、水平方向には大きな変化は見られなか

った。平衡吸収量は、いずれの場合にも重ね合せにより僅かに減少した。これらの結果は、

重ね合せによりタオルのパイル部が相互に入り込み液体の存在部の減少と毛細管の構造変

化によるものと考えた。また、粘度の効果は、毛細管現象による予測と一致し、高級アル

コールほど吸収速度は遅くなる結果であった。
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６月１日（土）第Ｅ会場　午前9 :45～12 : 00

ファッション・ブックにみるジュエリー　Ｉ

○研谷悦子　浅野正子　伊藤紀之

　(共立女大)

　目的　現在，数多くある西洋服装の研究において，ジュエリーはかならず挙げられる装飾品

のひとつであるが，服の種類との関係やその装い方などに詳しく言及したものはあまりみられ

ない。また，ジュエリー自体の研究も海外にはあるがその歴史を追ったものが主である。そこ

で西洋服装文化を理解するうえで，今まであまり論じられなかったジュエリーと衣服との装い

力の関係を検討することを目的とした。

　方法　今回は共立女大所蔵の”ギャルリー・デ・モード・エ・コスチューム・フランセーズ

　(Galeriedes Modes etCostumes Fran9ais）1778～1787 ” を中心に調査を進めた。図版を服種

で分類し，ジュエリーの歴史をふまえながらそれぞれの装い方の特徴を見ていった。

　結果　今回の検討では，明らかに服種によるジ丘エリーの傾向が見られた。宮廷服ではやは

り一番多くジュエリーが使われている。ローブ・ア・ラ・ポロネーズやア・ランクレースなど

には比較的多種のジュエリーが示されているが，その他のドレスにはまったくジュエリーが付

けられていないか，イヤリング程度でしかなかった。また，さまざまな服種への対応は，別の

ジュエリーを装うというよりは，主にその組み合わせの変化によって行なっていたようである。
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